
議会の見解

議会の機能は、日本国憲法第９３条１項に規定する代表議事機関として、住
民自治の進展を図るものであり、市民生活の諸問題の解決策を考え、市長か
ら提出された条例や予算等が適正かどうかを審議・議決し、また、市の行政
全般をチェックします。現在議会改革の中で、市民のためのより的確な意思
決定ができる議会制度づくりに向け協議中であります。定数問題も、その中
の重要な課題のひとつでありますが、あくまでも議会全体の制度や機能が現
在より充実・強化できるように、しっかり全体を検証し、市民に信頼される
議会制度確立を目指していきます。なお、議会の開催（通年議会や夜間議会
等）や議員報酬、議長任期のあり方なども、今回国会で改正された地方自治
法の内容を見極め、市民の意向も十分尊重しながら、更に協議を進め、来年
３月にこれらの集大成として議会基本条例の制定を目指して議論を重ねてい
ます。

「第３回 議会報告会・市民との意見交換会」での、市民からのご意見への議会の見解
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Ｑ．議会の機能として、もっと突っ込んだ提案があってもよいのではないか。定数問題にあ
まりにも傾きすぎていないか。
Ｑ．議長の任期について、副議長を1年間経験した後、議長をやった方が議会の運営がスムー
ズになるのではないのか。
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